
■卓　話 
　今年の1月にベットから起きようとして右
膝を痛め椅子での生活になってしまいまし
た。運動不足と体重の増加が原因と思われ、
食事を朝・昼にして夕食を採らないようにし
ました。このスーツは5～6年前のもので減
量で着られるようになりました。健康を考え
る良いキッカケになり、今後も健康に関して
情報を集めできることから対応していければ
と思います。 
　沼田市には名誉市民が8名いてその中で当
教会に関わりのある「星野あい」についてお
話します。 
　津田塾の立ち上げから初代学長まで勤め女
子教育及び英語教育に尽力された、戸鹿野出
身の方で沼田かるたでも紹介されています。 
　津田梅子の父は農学者でアスパラガスを日
本に伝え普及した方で、岩倉具視アメリカ使
節団に梅子を応募させ、1871年明治4年6歳
でに同行して11年間留学。この間にキリス
ト教の洗礼を受ける。1889年再留学、帰国
後1900年津田塾の前身女子英語塾を設立。
今は五千円札の肖像でなじみがあります。 
　あいは戸鹿野の名家星野家に生まれ、11

人兄弟の末っ子。長男の銀治は沼田貯蓄銀
行、後の沼田銀行頭取。次男の光多は牧師で
フェリス女子学院の教頭。兄健はコロンビア
大学留学卒業、35歳で病死。沼田市に寄付
をした教会紀念会堂は彼の遺産で寄付された
ものです。この会堂は教会の100周年で解体
され今の礼拝堂になりましたが、当クラブ第
31代会長の角田勤氏により公園隣接地に移
築され、切り絵館等で市民に活用されていま
した。その後沼田市に寄付され今は上之町に
再度移築され市民に親しまれています。 
　父宋七は生糸の貿易をするため横浜に移住
し、一家はキリスト教の洗礼を受けた。商売
は芳しくなく、沼田に戻った。あいは沼田小
学校から兄光多を頼り横浜のフェリスに進ん　
だ。貿易で生きていくには英語が必要であり
キリスト教系の英語学校を両親も進めてい
た。兄光多が横浜から両国教会に移り、あい
は5年在籍したフェリスから女子英語塾を受
験して2年に編入した。光多は宣教師の道を
選び同志社の新島譲とも親交があり、宣教の
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ため全国を回った。 
　あいは卒業後静岡で教鞭に立ち英語を教え
ていた。1906年津田梅子の創立した留学制度
に選ばれ、アメリカの大学に2年間留学。卒
業後もイギリスに渡り教育者の資質を高めて
帰国後、母校の女子英語塾の教授になった。 
　1918年塾よりアメリカのコロンビア大学
に1年派遣され、帰国後塾長に就任した。梅
子は病気療養をしていてあいに塾を託して他
界してしまった。その後は関東大震災や太平
洋戦争戦争と激動の時代を乗り切り、津田塾
を今の大学に導いた。 
　クラブの10周年記念誌を見させていただ
き、スポンサークラブの前橋や渋川クラブに
お世話になり指導支えられ発足でき、今は
70周年に向かって仲間を増やして成長して
いると思います。当協会はあいや星野家や関
係者に支援され沼田で布教が始まり現在に至
っている。ひとりではできないが多くの力に
より続けてこれたと思います。少子化により
人口が減少する中で互いに助け合って沼田の
地で歩み続け次世代につなげることが大切
で、「あい」や「梅子」の教育理念も未来に
通じて歩んでいくでしょう。 
 
 
■司　会　　　 　吉野　登SAA出席委員長 
■ソング　　四つのテスト　　　田代経量君 

塩浦敬之会長　　 
　この時期には、世界的に大切な取り組みが
あります。それはWHOが定める、世界予防
接種週間です。これは４月24日から30日ま
での７日間で設定され、日本でもこの期間に
ワクチンの啓発活動が行われ、同時にロータ
リーが中心となりポリオ根絶活動も行われて
います。 
　こうした機会に触れるたびに感じるのは、
「継続することの難しさと大切さ」だと思い
ます。ゆえに、私が大切にしたいと思うの
は、今年度の沼田ロータリークラブのテーマ
とさせて頂きました「寄り添うロータリー」
です。“寄り添う”という言葉は、特別なこと
をするというよりも、相手に関心を持ち続け
ること、そして関わり続けることだと思いま
す。 
　現在、特定の国同士の争いが起きています
が、そんな中、世界のロータリアンが垣根を

超え手を取り合い寄り添うことで、争いのな
い平和な社会が生み出されていければと希望
しています。一度だけではなく、折に触れて
思い出し、気にかけ、行動する。その継続し
た積み重ねが、信頼となり、やがて大きな力
になっていくのだと思います。 
　私たちの日々の例会や活動も、まさにその
連続です。一人ひとりが少しずつでも手を取
り合い、誰かに寄り添い続けることで、クラ
ブ全体としての価値がより一層高まっていく
のだと思います。 
　本年度も残り２か月余りとなってまいりま
したが、RIの本年度テーマである「ユナイ
トフォーグッド」そしてクラブテーマである
「寄り添う心」を皆さんと共有にしながら、
本年度が全うできればと思います。 

小倉　仁幹事 
◎理事会開催　例会終了後 
 
◎SAA出席委員会　 　　　　吉田　守委員　　　　　 
 
 
 
◎ニコニコ委員会　　　　村山高広副委員長 
・割田一敏君　21日の卓話にお付き合いい
ただきありがとうございました。桑原滋
委員長の企画・実行力に感謝と御礼を心
より申し上げます　 

・ニコニコ一週間　押川会員の卓話を楽しみ
にして。 
　塩浦敬之君　　小倉　仁君　　天野純一君 
　飯島千明君　　押川幸男君　　金井正樹君 
　河合一茂君　　北島梢太君　　小菅茂雄君 
　清野啓介君　　関　真一君　須田羊子さん 
　髙橋圭介君　　田代経量君　　津久井功君 
　戸部聖之君　　深津卓也君　西田俊太郎君 
　保坂充勇君　　三浦敬二君　　村山高広君 
　吉野　登君　　山田龍之介君 
◎財団ＢＯＸ　ＩＮ　　　　押川幸男委員長　　　 
　塩浦敬之君　　小倉　仁君　　天野純一君 
　飯島千明君　　押川幸男君　　春日政志君 
　木下康彦君　　桑原　滋君　須田千秋さん 
　清野啓介君　　関　真一君　　髙橋圭介君 
　田代経量君　　戸部聖之君　西田俊太郎君 
　深津卓也君　　保坂充勇君　　三浦敬二君 
　水石清治君　　横山公一君　　吉野　登君 
　割田一敏君　 
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委員会報告

会長の時間

幹事報告

例 会 報 告

会 員 数 会場出席 メ ー ク 出 席 率

73名 30名 8名 　64.60　％


